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	PTXTNEEDS: 子育て支援の充実に対する市民の重要度は高い一方、満足度は低い状況となっている。今後は少子高齢化社会の進展を見据えたうえで、保育サービスの充実を図っていかなければならない状況となっている。
	PTXTJYOUKYOU: 核家族化の進行、共働き世帯の増加等に伴い、保育園や学童保育室を充実させることが求められている。また、就労形態の多様化により、低年齢児保育、延長保育等のニーズが高まっている。
	PTXTGAIYOU: 本施策では子育て支援の充実を図るため、就労等により児童の保育を必要とする保護者に対し、民間活力を取り入れながら運営体制の強化を図り、保育ニーズへの柔軟な対応や保育サービスの充実を図る。
	PTXTTAIOUSAKU: ・保護者の就労形態の多様化に対応するため、必要とされる保育サービスの充実を図る
・待機児童解消に即効性にある施設の定員枠拡大について、認定保育園等と引き続き協議を行うとともに、これら施設が定員枠拡大を目的とした施設整備を行う際の支援策について検討を行う。
・定員を超えて預かっている公立学童保育室については今後施設の増強が必要となるが、コスト面などから既存の学校施設（幼稚園を含む）を積極的に提供してもらえるように働きかける。
	PTXTHYOUKASYA: 保育課長　高橋　桂子
	PTXTSYOZOKUCYO: こども未来部長　新堀　浩一
	PTXTCOMMENT: 　平成２９年度の４月入園の際に待機児童２名が発生した。今後も共働き世帯の増加や就労形態の多様化などにより保育園や学童保育室のニーズが高まることが予想されるため、両者の新たな受け皿（定員）の確保に努める必要がある。
「仕事と子育ての両立ができていると思う市民の割合」は約６割であるが、休日保育などの保育サービスの充実や学童保育室の整備を推進することで、計画最終年度の目標値である７割を目指す。
	PTXTKENKAI: 　待機児童の解消及び平成３２年度からの「幼児教育無償化」による保育需要の増加に対応するため、既存の認可保育園が実施する利用定員枠の増加を目的とした施設整備に対する支援策を検討する必要がある。
　また、今後も限られた予算のなかで、保育園、学童保育室ともに高まる保育ニーズに応えられるよう、幼稚園と連携した保育サービスの実施や教育施設等を活用した学童保育室の整備など、教育部との連携・協力を深めていきたい。
	TORIKUMI1: 保育内容の充実
	TORIKUMI2: 民営化の推進
	TORIKUMI3: 一時保育・休日保育・延長保育・病後児保育などの充実
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